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上記のとおり相違ないことを申告します。

令和　○○年　△△月　 □□日

□ トレーラの前面の所定の位置に、車幅灯及び前部反射器（白色）、後面に後部反射器
　 （赤色の正立正三角形）、テールランプ、ブレーキランプ、バックランプ、方向指示器
　 （ウインカー）を設置している

□ トレーラ後面及びトラクター後面に,保安上の制限を受けている自動車であることを示す
    標識▽を表示している

□ トレーラ後面に「運行速度15ｋｍ/ｈ以下」の表示を、トラクター後面及び運転者席に
　　「けん引時運行速度15ｋｍ/ｈ以下」の表示をそれぞれ見やすい位置に設置している

チェック４　免許の確認

□  小型特殊自動車の条件を一つでも超える場合、大型特殊免許（農耕作業用自動車限
     定の大型特殊免許でも可）を所有している
　　（トラクター単体の運転でもこれを満たす必要があります）

※ 上記のトラクターで車両総重量750ｋｇを超えるトレーラをけん引する場合
□　けん引免許（農耕作業用自動車限定のけん引免許でも可）を所有している

届出者

チェック３　運行速度の確認

※トレーラにブレーキがついていない場合、又は、最大安定傾斜角度の基準（30度又は
　 35度）を満たしていない場合（満たす場合はチェック不要）

氏      名　　　　つがる　太郎

電話番号　　　　0173-ｘｘ-ｘｘｘｘ

以下は、該当する場合のみ、チェックをお願いします

チェック０にある①のけん引車でけん引する場合
(１は必ずチェックが必要、２～４については該当する項目にチェックすること）

□ トレーラに方向指示器（ウインカー）・前部反射器・後部反射器を設置している

□ 運行速度15ｋｍ/ｈ以下で道路走行する
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●トレーラの車幅が1.7ｍを超える場合

□ トラクターの左側にサイドミラーを設置している
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●トレーラの車幅が2.5ｍを超える場合

□ トラクターの左側にサイドミラーを設置している

□ 道路管理者から特殊車両通行許可を得ている
　 （国道：地方整備局、都道府県道：各都道府県、市道：各市町村、農道は不要）

□ トレーラの車幅が1.7ｍを超えない

□ 外側表示板をトレーラの前面及び後面の両側に設置している

□ 保安上の制限を受けている自動車であることを示す標識▽をトレーラ後面の見や
　　すい位置に表示している

□ トレーラの全幅をトレーラ後面及びトラクターの運転席に表示している

チェック０にある②のけん引車でけん引する場合

チェック１　前提

□ 農耕トラクターとトレーラをチェーン等の丈夫な装置で繋いでいる(連結装置とは別途）

チェック２　灯火器類・全幅の確認

農耕作業用トレーラ公道走行要件確認書（記載例）
チェック０　けん引車

□　農耕用トラクター（小型）①　
トラクター単体が長さ4.7m以下、幅1.7m以下、高さ2.0m以
下(※1)、最高速度15km/h以下
（※１　ただし、屋根がついている場合は2.8m以下）

□　農耕用トラクター（大型）② 上記の要件を一つでも満たさない場合

どちらか一方にチェックする

こちらをチェック後、チェック

3に進む

全幅が1.7ｍ～2.5ｍのときはこち

らをチェック後、チェック3に進む

全幅が2.5ｍを超える場合は4つすべて

をチェック後、チェック3に進む（上記1.7

ｍを超える場合のチェックは不要）

満たしていない場合に

は、3つすべてのチェック

が必要

届出した日付を記入する

灯火器類等の装備が不足している

場合は、すべて備えてからチェック

し提出していただくようお願いします。


